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資料１

大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設の概要
　　

平成１６年７月９日

日本環境安全事業株式会社
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日本環境安全事業株式会社の概要

　　　日本環境安全事業株式会社は、平成16年4月に100%政府出資で新しく設
立され、環境事業団のPCB廃棄物処理事業を承継、国の監督と支援の下に、
PCB廃棄物処理事業を推進します。

商　　 　　号 ：　日本環境安全事業株式会社（Japan Environmental Safety Corporation (JESCO)

根　　拠　 法 ：　日本環境安全事業株式会社法（平成15年5月16日法律第44号）

会　社　形　態： 上記の法に基づき、旧環境事業団から承継したPCB廃棄物処理事業を主な
　　　　　　　　　　業務として、国の全額出資により設立された「特殊会社」

目的及び事業： 「日本環境安全事業株式会社は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の処理に係る

事業及び環境の保全に関する情報又は技術的知識を提供する事業並びに

　　　　　　　　　　　これらに附帯する事業を経営する」（日本環境安全事業株式会社法第１条）

設 　　　　立 ：平成16年4月1日

所 在 地 :    本　　社:　東京都港区芝１－７－１７住友不動産芝ビル３号館　４階

　　　　　 　 事業所:　北海道室蘭市、愛知県豊田市、大阪府大阪市、福岡県北九州市
　　　　　　　　　　　　　　　 （東京事業所は、本社内に設置）
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処理施設の設置場所

：　各事業の事業対象区域

：　処理施設設置場所

北九州事業

豊田事業

東京事業

大阪事業

北海道事業
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他事業の進捗状況

北九州事業所液処理設備

平成16年4月に
処理対象地域
が確定し、処理
方式を検討中

平成16年7月か
ら着工

平成16年4月か
ら着工

進捗状況

本年6月1日か
ら試運転中

平成18年10月
以降の早い時
期

1.8トン/日(PCB
分解量)

北海道、東北・北
関東・甲信越・北
陸１５県

北海道室蘭市　
仲町　

北海道事業

平成17年11月2.0トン/日(PCB
分解量）

南関東１都４県東京都江東区　
青海2丁目地先

東京事業

平成17年9月1.6トン/日(PCB
分解量）　　

東海４県愛知県豊田市　
細谷町３丁目

豊田事業

平成16年12月第１期0.5トン/日
（PCB分解量）
第２期は今後設
定

中国・四国・九州
１７県

福岡県北九州市
若松区響町１丁
目

北九州事業

処理の

開始時期
施設能力事業対象地域実施場所
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事業の計画事業の計画

◆事業計画地

　　大阪市此花区北港白津二丁目1-20、21　
　　舞洲地区（約28,550m2）

◆ 処理対象

　　滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県　　
　　及び和歌山県にある次のPCB廃棄物

　　・高圧トランス､高圧コンデンサ等の電気機器
　　・廃PCB等のPCB油

◆ 処理方式

　　① PCB分解：　触媒水素化脱塩素化分解法
　　② 容器・内部部材からのPCB除去：
　　　　　溶剤洗浄法及び真空加熱分離法

　　　　高圧トランスなどの中にあるＰＣＢを、トラ　
　　　　ンスなどの容器の内部や内部部材に付着
　　　　したり浸み込んでいるものも含めて化学的
　　　　に分解します。　

◆ 処理能力

　　・２ トン／日（ＰＣＢ分解量）

　　・大阪市内のPCB廃棄物を
　　　先行処理します。

◆建物の概要

　　　西区画：鉄骨造地上５階建

　　　東区画：鉄骨造地上５階建　　
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東西区画の役割分担東西区画の役割分担

アミティ舞洲

大
阪
市
舞
洲
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

西区画棟
　○受入、保管設備
　○前処理設備
　○管理事務所

東区画棟
　○液処理設備

研
究
所

大
阪
市
環
境
事
業
局
舞
洲
工
場

NS

E

W

舞洲変電所

タンクヤード
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処理工程図処理工程図

コンデンサ

トランス

真空加熱分離

PCB
タンク

容器・金属など

紙・木・アルミ・ゴムなど

トリクロロベンゼン
蒸留・分離

脱塩素化分解
（ＰＣＢ分解）

Pd/C触媒

脱塩素化反応
Ｃｌ Ｃｌ

Ｃｌ Ｃｌ

Ｃｌ

ＰＣＢ ビフェニル

アルミ

PCB油類

水　素

塩　酸

HCｌ

静置・蒸留・抽出

Pd/C触媒　（再利用）

H２

Pd/C

西区画

東区画

卒業判定抜油・
予備洗浄

溶剤洗浄解体・分別 処理済物・

残渣

鉄、銅等

鉄容器

銅線

鉄心

碍子

トリクロロベンゼン

炭化物

塩酸

ビフェニル類

廃溶媒

木酢液等

受入保管

※Pd/C触媒とは活性炭の表面にパラジウムという金属を付着させたものです。 ※残渣は、極力リサイクルします。
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大型コンデンサ解体・分別室 容器他

洗浄・卒業判定洗浄装置

受入室

蒸留室

真空加熱分解装置へ
　　　　　（３F)

解体準備室

加温室

粗解体

払出荷捌き

排気処理室

事務・管理棟

垂直搬送機

受入保管棚

充填室

解体・分別
粗解体

漏洩品処理室大型トランスライン

容器他

抜油・粗洗浄

受入検査室

大型トランス

垂直搬送機
３Fより

コア

コア

解体準備室搬入室 大型抜油室
解体洗浄室

トランス・車載型トランスライン

大型コンデンサライン

作業員通路

予備品収納庫作業員控室

検査待保管室

処理困難物倉庫

ローディング室

トランス・車載型
トランス

漏洩品
解体準備室

除染処理室
汚染品

受水・貯槽室

大型コンデンサ

ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）
レベル３管理区域 トランスの流れ（解体前）

処理済品。その他の流れ

含浸性部材の流れ

非含浸性部材の流れ

コンデンサの流れ（解体前）

レベル２管理区域

レベル１管理区域

一般ＰＣＢ廃棄物取扱区域
及び非管理区域

漏洩品の流れ（解体前）

西区画　１Ｆ

払出

受入

抜油・解体： 大型トランスのラインとその他のラインの２ラインを設けます。
　　　　　　　　
洗浄　：　　　解体された部材は、非含浸性部材は洗浄工程に、含浸性部材等は３階の
　　　　　　　　真空加熱分離工程に送られます。
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レベル３管理区域

処理済品の流れ

含浸性部材の流れ

レベル２管理区域

レベル１管理区域

一般ＰＣＢ廃棄物取扱区域
及び非管理区域

トランスの流れ（解体前）

コンデンサの流れ（解体前）

一体処理するコンデンサの
流れ

ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）

西区画　南北断面

受入検査室

真空加熱分離処理室

AFCスペース

切断・粉砕室

払出し室

事務・管理棟
給気・排気ファン室

垂直
搬送機

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ事務管理室

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ EVﾎｰﾙ

南 北

小型・車載型トランス、
大型コンデンサ処理ライン
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ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）ＰＣＢ廃棄物の流れ（前処理）

処理済品の流れ

含浸性部材の流れ
（含む一体処理コンデンサ）

レベル１管理区域

一般ＰＣＢ廃棄物取扱区域
及び非管理区域

西区画　３F

ユーティリティー室

作業員通路

電気室

蒸留室

切断・粉砕室

サンプリング室
真空加熱分離処理室

工作室

事務・管理棟

解体・分別より搬入

（１Ｆ）

垂直搬送機

真空加熱分離： 含浸性部材等は真空下で加熱し、PCBを含んだ液体を分離します
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一般PCB廃棄物取扱区域及び
非管理区域

レベル１管理区域

レベル２管理区域

反応完了液の流れ

生成物回収液の流れ

PCBの流れ

ＰＣＢ廃棄物の流れ（液処理）ＰＣＢ廃棄物の流れ（液処理）

東区画　１Ｆ

A系列

B系列

A系列

B系列

分析
事務室

エントランス

触媒回収装置

触媒回収装置

生成物回収室（２）

生成物回収室（１）

反応セクション室（２）

反応セクション室（１）

中間処理室（２）

中間処理室（１）

濃度調整槽

（B)

（2F）

工作室

西区画より
受入れ

（A)
H2タンク

ローディング室
低濃度

分析室

高濃度

分析室

分析機器室

洗い場室

Ｎ2タンク

充填室

薬品保管庫

更衣・シャワー

便所

屋外地下
タンクへ

液処理：　前処理（解体・洗浄工程、真空加熱分離工程）から移送されたPCBを分解処理します。
　　　　　　分解反応確認後、分析によりPCBが無害化されたことを確認します。卒業判定に合格した
　　　　　　分解生成物（ビフェニル等）は屋外地下タンクよりリサイクルとして施設外に払出します。
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情報公開型施設の設計情報公開型施設の設計

　　　 施設内情報公開設備施設内情報公開設備施設内情報公開設備

信頼され安心感のある安全な施設信頼され安心感のある安全な施設

施設外情報公開施設外情報公開施設外情報公開

情報公開ルーム情報公開ルーム

　　リアルタイムで各工リアルタイムで各工

程の運転状況、モニタ程の運転状況、モニタ
リングの状況などを　リングの状況などを　
表示します。表示します。

収容人員　：　収容人員　：　5050人人

プレゼンテーションプレゼンテーション　　　　
ルームルーム

　施設概要、処理の安全　施設概要、処理の安全
性等の情報について、性等の情報について、
分かりやすく紹介します。分かりやすく紹介します。

収容人員　：　収容人員　：　150150人人

見学ルート見学ルート

　ほとんど　ほとんどの工程を安全に　の工程を安全に　
見学見学できるよう計画して　　　できるよう計画して　　　
います。います。
　　監視カメラに監視カメラによるモニターよるモニター
画面を画面を備え備え、バリアフリーや、バリアフリーや
目線の位置も考慮していま目線の位置も考慮していま
す。す。

WebWebによる情報公開による情報公開　　PCBPCB廃棄物処理に関わる情報をホームページ上に掲載します。廃棄物処理に関わる情報をホームページ上に掲載します。



13

西区画１階見学者動線
凡例

見学者動線

見学可能ポイント

見学者通路

小型抜油室

大型
抜油室

受入検査室

判定洗浄室

管理棟

作業員通路

受入室

ローディング
室

蒸留室

除染処理室

解体
準備室

加温室

払出し室

EV

大型解体室

小型解体室

エントランスホール　
情報公開室
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大型トランス処理ライン

トランス・車載型トランス処理ライン

　　　大型コンデンサ処理ライン　

蒸留室

払出し室上部

除染処理室上部

受入検査室

上部

プレゼンテーション
　ルーム

　（収容人数１5０人）

ローディング室
上部

受入室

上部

会議室

見学者ホール

熱媒

ポンプ室

判定洗浄室上部

EV

見学可能ポイント

凡例

西区画２階見学者動線
見学者動線

見学可能ポイント

見学者通路
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大阪市都市環境局舞洲スラッジ
センターを望む

４階見学者動線 西区画

切断・

粉砕室

真空加熱分離処理室上部

（含むモニター）

給気・排気ファン室

蒸留室 3F

屋根

中央制御室
消火ボンベ室

屋上
庭園

給気・排
気ファン室

多目的室
見学者ホー
ル

EV

見学可能
ポイント

大阪市環境事
業局舞洲工場
を望む

凡例

見学者動線

見学可能ポイント

見学者通路
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中間処理室

反応セクショ
ン室（２）

反応セクショ
ン室（１）

中間処理室（２）

中間処理室（１）

生成物
回収室（２）

生成物
回収室（１）

分析室
ローディング室

エントランスホール

見学可能ポイント
払出し
充填室

凡例

１階見学者動線 東区画
見学者動線

見学可能ポイント

見学者通路
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電気室

反応セクショ
ン室（２）

中間処理室（２）生成物
回収室（２）

反応セクショ
ン室（１）

中間処理室（１）
生成物
回収室（１）

中央制御機器室
EV

エントランスホール
見学可能ポイント

中央制御室

凡例

２階見学者動線 東区画見学者動線

見学可能ポイント

見学者通路
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